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論文審査の結果の要旨 

 

１ 研究目的の評価 

非小細胞肺がんにおける上皮成長因子受容体（EGFR）の遺伝子変異検索

は，EGFR 阻害薬投与の一般的指標となっている。一方,5-フルオロウラシ

ル (5-FU) と dihydropyrimidine dehydrogenase (DPD) 阻害剤の合剤が，

非小細胞肺がん治療薬として有効との報告がなされている。これら報告の

中で，5-FU および DPD 阻害剤合剤の有効性の機序を EGFR 遺伝子変異との

関連の上から明らかにしようとしたもので，目的は十分に妥当である。 

 

２ 研究手法に関する評価 

非小細胞肺がん手術試料および細胞株を用いて，変異濃縮解析法を用い

て EGFR 遺伝子の変異検索を行っていた。DPD 発現定量を定量 PCR 法と免疫

組織化学染色法の両法により行っていた。これらの手法は，妥当である。 

 

３ 解析・考察の評価 

上記手法で解析した結果，EGFR 遺伝子変異がある非小細胞肺がんにおい

て DPD 発現が亢進していることを確認し，これらの事象の関連を確定させ

た。今後の肺がんの遺伝子研究および治療研究の進展が大いに期待され

る。 

 

以上のように本論文は肺がん研究に貢献するところが大であり，審査委

員は全員一致で博士（医学）の学位に値するものと判断した。 

 
 
 


